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ロータリークラブとIT

IT推進委員会
委員　堀部　莞爾（浜松東RC）

はじめに
IT推進委員会、最後のコラムを担当することになりました浜松東RC

の堀部と申します。
地区IT推進化を進めるにあたり、各年度の先輩委員皆様のご苦労と
その経緯を理解し、ITに関する専門的な知識及びシステムを技術的に
把握していないと推進は難しいものです。私自身も当委員会の職務を
理解するまでには少々時間もかかるものとは思っておりますが、皆さ
んの中にもITは苦手の方も居られると思います。何とか分かりやすく
皆様にお伝えしご理解いただく為に、その繫役に推薦されたのかもし
れません。

さて私は35歳でロータリークラブに入会し、今年で28年目となります。そしてロータリーは
私の大切な生活の一部となっています。
入会当時、営業の第一線で飛び回っていた私にとっては、例会が苦痛に思え耐えられない心
境でありました。しかし在籍年数とともにロータリーのことが理解できるようになり、又、メ
ンバーと共に奉仕活動等に汗を流し、苦労あり笑いありで、本当に楽しくロータリーを味わう
事ができるようになりました。そしてクラブの幹事、副会長、会長を経験するうちに、ロータ
リーの社会的役割とその活動が大変重要な事であると心より感じております。
本年浜松東RCは創立50周年を迎えます。今期のクラブ会長より、記念の年度であり地区委
員を当クラブより選出したい旨の相談を受け、私の仕事柄（情報サービス・電気通信）IT委
員をお引受けすることになった次第です。
地区委員任命は初めてです。最初の委員会に出席し、ガバナーをはじめ地区関係委員に至る
までIT化に強い関心を持って推進されていることを知り、ロータリーの意識改革に通じる大
変意義深い仕事として、先輩委員の皆さんと共に努力いたしたく思っております。

ロータリーとIT
ロータリーに、なぜIT化を推進させる事が必要か、をご理解下さい。
①　情報伝達のスピードと正確さ
地区のホームページを閲覧することで、最新の情報が得られます。
地区単位の各委員会開催、およびイベントのお知らせと参加者の登録などについて、ス
ピードと正確性が図られます。

②　各クラブとガバナー事務所との情報交換
各クラブ運営での疑問や難問の問い合わせ、そして意見交換には、メールの活用で迅速な
解決が図られます。

③　データの保存と応用
地区単位やクラブ単位でも、各種の記録やデータを年度ごとに保存することが出来ますし、
それらを応用し次期年度に活用出来ます。

④　地区行事の報告書類をネット上に掲載すれば、冊子印刷代など大変な節約となります。
2620地区協議会2005 ～ 06年度版を地区ホームページ上に公開しています。

この様に、いつでも最も新しい情報とデータが揃っていることが、IT化でありロータリー
の活性化にもつながるわけです。

IT推進コラム⑤
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インターネットとは
いまさら、と思われるかも知れませんが、コンピューターとコンピューターをつないだもの
をコンピューターネットワークといいます。インターネットは世界中に存在するネットワーク
同士が相互に接続された、世界最大のコンピューターネットワークです。はじめは大学などの
学術機関や政府機関など、一部の人たちが研究活動のために利用するネットワークでした。今
では世界中の人たちが、公の事からプライベートのことまで、様々な情報を交換する場となっ
ています。
公開されている情報はいくつものネットワークを経由して目的の場所に届けられます。もし
故障が発生しても、正確に届けられる経路を探して確実に届くようになっています。
情報のやり取りをする決まりを「プロトコル」といいます。WWW、電子メール、FTPなど、
様々なサービスが提供されています。
「http」というプロトコルでは、文字、画像、音声、動画などの情報を遣り取り出来ます。
FTPではファイルの遣り取りが可能です。この様に、インターネットを利用する時には遣り
取りしたい情報の特徴によって使い分ける事となります。

インターネットの発展
最近のインターネットの発展は目覚しいものがあります。最も利用されている検索エンジン
や最新の「SNS」ソーシャルネットワーキングサービスなど急成長のサイトも出てまいりまし
たが、いずれにしてもインターネットが生活に密着した社会に既になっています。どこまで進
むか分かりませんが、使う人の心が最も大切なことと感じています。

終わりに
ガバナー事務所ではIT推進に懸命に取り組んでいます。我々 IT委員会も2620地区のIT化を
進めていく為、ご理解とご協力をお願い致します。

〈ロータリー会員ページを御利用下さい〉
URL：http://www.rotary.org  （画面右上の「日本語」をクリックして下さい。）


